
第５１回	 釧根地区中学生剣道新人戦大会 
兼	 第４０回	 釧根地区小学生剣道大会	
【主	 	 催】全釧路学校剣道連盟・根室管内学校剣道連盟 
【共	 	 催】釧路地区中学校体育連盟・根室地区中学校体育連盟 
【期	 	 日】令和２年１１月２３日（祝・月）	

【場	 	 所】釧路町総合体育館	

 
【大会成績】 

『団体戦』 

部	 	 	 門 優	 	 	 勝 準	 優	 勝 ３	 	 	 位 

小 学 ４ 年 生 以 下 
釧路鶴ケ岱 
剣道少年団 

霧多布剣道 
スポーツ少年団 

釧路共栄 
剣道少年団 

 

小 学 男 子 
美原・共栄・寿 
剣道少年団 

釧路鶴ケ岱 
剣道少年団 

標茶剣道 
スポーツ少年団 

 

小 学 女 子 釧路昭和 
剣道少年団 

釧路美原 
剣道少年団 

標茶剣道 
スポーツ少年団 

 

中 学 男 子 附属釧路中学校Ａ 標茶剣道 
スポーツ少年団 

鳥取中学校 美原・白糠 
剣道少年団 

中 学 女 子 鳥取中学校Ａ 美原・標茶 
剣道少年団 

鳥取中学校Ｂ  

『個人戦』	

部	 	 	 門	 優	 	 	 勝	 準	 優	 勝	 ３	 	 	 位	

小 学 ３ ・ ４ 年	
蘇武	 凛響	

（鶴ヶ岱）	

高橋	 柚希	

（昭和）	

角	 晃丞	

（鶴ケ岱）	

國井	 春空	

（美原）	

小学５・６年男子	
古川	 結斗	

（鶴ケ岱）	

樋口	 潤	

（鶴ケ岱）	

有岡	 誠志郎	

（美原）	

國井	 将吾	

（美原）	

小学５・６年女子	
渡辺	 真	

（昭和）	

宮下	 真希	

（鶴ケ岱）	

新谷	 美玖	

（美原）	

大塚	 萌瑠	

（標茶）	

中 学 男 子	
安田	 拓史	

（附属中）	

豊田	 明生	

（美原剣少）	

菅原	 千聡	

（鳥取中）	

古川	 碧人	

（青陵中）	

中 学 女 子	
植本	 結子	

（鳥取中）	

伊藤	 心	

（美原剣少）	

内山	 陽葉	

（鳥取中）	

岡村	 采音	

（標茶）	



第５１回釧根支部高等学校新人剣道大会結果	
	

男子団体戦	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	

	

優	 勝	 	 北海道釧路北陽高等学校	 	 	 	 	

	

準優勝	 	 北海道釧路湖陵高等学校	 	 	 	 	

	

第三位	 	 北海道釧路明輝高等学校	 	 	 	 	

	

女子団体戦	

	

Ⅰ部	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	

優	 勝	 	 武修館高等学校	 	 	 	 	 	 	 	 	

	

Ⅱ部	

優	 勝	 	 北海道釧路江南高等学校	 	 	 	 	

	

男子個人戦	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 女子個人戦	 	

	

優	 勝	 	 樫村	 啓汰（釧路湖陵）	 	 優	 勝	 	 黒田	 栞那（釧路江南）	 	

	

準優勝	 	 岡村	 匠都（釧路北陽）	 	 準優勝	 	 野中	 仁湖（釧路江南）	 	

	

第三位	 	 角	 	 颯真（釧路湖陵）	 	 第三位	 	 遠藤	 瑞希（武修館）	 	 	

	

第三位	 	 黒田	 十惟（釧路北陽）	 	

	

	

男子団体上位２チーム、女子団体Ⅰ部上位１チーム、女子団体Ⅱ部２チーム、男子個人上位４名、女子個人上

位２名が、令和３年１月１３日～１５日に札幌市（札幌市中央体育館）にて開催される「第４０回北海道高等学

校剣道新人戦大会」への出場権獲得	

	

１１月２３日の大会を終えて	 大会長（全釧路学校剣道連盟会長）	 中川	 雅司 
 
	 １１月２３日に釧路町総合体育館を会場として「第５１回釧根地区中学生剣道新人戦大会	 兼	 第４０回釧根地区小学生剣道大

会」あわせて「第５１回釧根支部高等学校剣道新人戦大会」を開催いたしました。例年、この２つの大会は別日・別会場で行って

おりましたが、参加者数の減少等があり、今年度は合同開催といたしました。さらに、今年度は、無観客、参加者・審判役員等の

健康チェックシート提出、時間や場所を区切った入場者の限定や接触数軽減などコロナウイルス感染予防のために対策を講じてお

りました。しかし、直近の週に釧路管内の感染陽性者が増加したこともあり、大会直前に根室管内から出場を予定していた小中学

生が全員辞退する連絡を受けました。本大会は根室管内学校剣道連盟との共同開催であるだけに、残念に思うと同時に、今後のコ

ロナ禍における大会の在り方について考えなければならないと感じました。 
	 さて、大会ですが、無観客で声援が少ない中でしたが、選手達は一生懸命、試合に臨んでおりました（逆に雑音が少なく、見て

いる方は集中できたような気がしました）。団体戦は多くの選手にとって今年初めての試合となりましたが、個人戦とは違った緊張

感を経験できたことと思います。日常の稽古とは異なり「試合」という形で、普段稽古できない相手と竹刀を交える経験は貴重で

あり、その後の稽古に活きてくることと思います。剣道の修錬を続けて行くにあたり「審査」「試合」といった節目は大切であり、

その意味では本大会を開催できたことは意味あることだと思っており、大会を開催できたことをうれしく思っております。 
	 最後になりますが、大変な時期に、大会の開催や運営にご協力いただきました関係者や選手及びそのご家族に心より感謝申し上

げます。 

	


